
　住んでよかった 私の町 浅
川

今月の主な内容
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防災の要
浅川町消防団

P2 まちのわだい・できごと
 P2　  町消防団春季検閲
 P4　  その他のわだい・できごと
P6 米寿祝い
P7 出生祝い
P7 保健センターだより
P11 第18期保健協力員
P12 各種お知らせ
P19 6月の主な行事
P20 町民リレー
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町のわだい・できごと

　

須
藤
町
長
よ
り
「
い
つ
ど
ん
な
時
、

ど
ん
な
状
況
で
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
。
町
民
の
生
命
、
財
産
、
安
全
、

安
心
を
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の

職
責
を
全
う
し
て
ほ
し
い
。
」
と
訓
示

が
あ
り
、
江
田
団
長
か
ら
は
「
今
後
火

災
が
危
ぶ
ま
れ
る
時
期
に
な
る
。
日
頃

か
ら
予
防
消
防
、
機
械
器
具
点
検
に
努

め
、
今
後
も
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
安

心
さ
れ
る
よ
う
活
動
を
お
願
い
し
た

い
。
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
通
常
点
検
や
機

械
器
具
点
検
、
分
列
行
進
等
も
行
わ
れ
、

団
員
の
皆
さ
ん
は
規
律
正
し
い
態
度
で

臨
み
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
の
春
季
検
閲
式
が
、
４
月

19
日
㈰
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て

行
わ
れ
、
町
消
防
関
係
者
や
来
賓
の

方
々
な
ど
約
200
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

検
閲
式
は
、
早
朝
か
ら
江
田
政
之
団

長
（
根
岸
）
の
指
揮
の
も
と
進
め
ら
れ
、

式
で
は
、
一
般
協
力
者
や
優
良
火
防
の

家
、
消
防
団
員
表
彰
状
及
び
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
受

賞
者
を
代
表
し
、
「
優
良
火
防
の
家
」

の
表
彰
を
受
け
た
角
田
文
男
さ
ん
（
荒

町
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

通常点検を受ける消防団

訓示を述べる須藤町長

謝辞を述べる角田さん

浅
川
町
消
防
団

春
季
検
閲
式

浅
川
町
消
防
団

春
季
検
閲
式

浅
川
町
消
防
団

春
季
検
閲
式
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一
般
協
力
者
（
感
謝
状
）

無
火
災
分
団
（
表
彰
状
）

優
良
火
防
の
家

　

（
表
彰
状
・
プ
レ
ー
ト
）

平
成
26
年
度
分
団
長

　

（
感
謝
状
・
記
念
品
）

小
針
　

傳
次
（
簑
輪
）

小
針
　

久
勝
（
袖
山
）

角
田
　

俊
彦
（
東
大
畑
一
区
）

篠
田
　

文
雄
（
東
大
畑
二
区
）

近
藤
　

幹
夫
（
畑
田
）

小
室
　

一
男
（
畑
田
）

渡
辺
　

正
昭
（
中
里
）

小
濃
　

芳
勝
（
大
草
）

鈴
木
　

利
美
（
山
白
石
一
区
）

須
藤
　

次
男
（
山
白
石
五
区
）

八
木
沼
　

進
（
小
貫
）

近
藤
　

榮
市
（
太
田
輪
）

前
第
一
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
川
　

建
治

前
第
二
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

市
川
　

一
彦

前
第
三
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
田
　

篤
史

前
第
四
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
　

健
一

前
第
五
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
　

淳
一

前
第
六
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

大
河
内
正
人

表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

生
田
目
光
一
（
荒
町
）

緑
川
　

新
一
（
里
白
石
）

我
妻
　

安
治
（
福
貴
作
）

須
藤
　

茂
　

（
簑
輪
）

小
針
　

正
毅
（
袖
山
）

蛭
田
　

正
寿
（
東
大
畑
一
区
）

蛭
田
　

誠
一
（
東
大
畑
二
区
）

小
室
　

直
治
（
畑
田
）

須
藤
　

善
徳
（
松
野
入
）

須
藤
　

政
則
（
大
草
）

生
田
目
宏
明
（
山
白
石
一
区
）

鈴
木
　

勝
志
（
山
白
石
四
区
）

岡
田
　

孝
男
（
山
白
石
六
区
）

薄
井
　

晃
嘉
（
小
貫
）

藤
田
　

茂
　

（
太
田
輪
）

角
田
　

文
男
（
荒
町
）

兼
子
　

弥
吉
（
本
町
一
区
）

佐
藤
　

正
一
（
本
町
二
区
）

岡
部
　

庫
吉
（
滝
輪
一
区
）

圓
谷
　

春
男
（
滝
輪
二
区
）

割
栢
　

節
夫
（
福
貴
作
）

川
音
　

周
郎
（
染
）

第
一
分
団

第
一
班

　

我
妻
　

悌
　

（
団
員
）

第
二
班

　

鵜
澤
　

進
一
（
副
班
長
）

　

原
　

秀
樹
　

（
団
員
）

第
三
班

　

草
野
　

洋
二
（
団
員
）

第
二
分
団

第
一
班

　

生
田
目
孝
浩
（
団
員
）

第
二
班

　

我
妻
　

伸
広
（
団
員
）

第
三
班

　

八
旗
　

公
裕
（
団
員
）

第
三
分
団

第
三
班

　

角
田
　

孝
志
（
団
員
）

第
四
分
団

第
二
班

　

高
坂
　

昌
和
（
班
長
）

第
四
班

　

小
濃
　

芳
秋
（
団
員
）

第
五
分
団

第
二
班

　

保
志
　

勝
之
（
団
員
）

第
三
班

　

岡
田
　

聡
　

（
団
員
）

第
六
分
団

第
一
班

　

鈴
木
　

克
紀
（
分
団
長
）

第
一
分
団

第
二
班

　

大
谷
　

喬
之
（
団
員
）

　

藤
田
　

孝
史
（
団
員
）

第
三
班

　

岡
部
　

信
博
（
副
班
長
）

第
二
分
団

第
一
班

　

小
宅
　

辰
哉
（
団
員
）

第
二
班

　

生
田
目
孝
三
（
団
員
）

第
三
班

　

川
音
　

進
也
（
団
員
）

第
三
分
団

第
一
班

　

兼
子
　

憲
明
（
機
動
班
長
）

第
二
班

　

白
川
ナ
ッ
タ
ポ
ン
（
団
員
）

第
三
班

　

小
豆
畑
慶
介
（
団
員
）

第
四
分
団

第
三
班

　

会
田
　

直
人
（
副
班
長
）

第
四
班

　

鈴
木
　

拓
也
（
団
員
）

　

鈴
木
　

雅
人
（
団
員
）

　

須
藤
　

顕
　

（
団
員
）

　

久
保
木
祐
太
（
団
員
）

第
五
分
団

第
一
班

　

迎
　

光
功
　

（
機
動
班
長
）

第
三
班

　

須
藤
　

和
也
（
団
員
）

第
六
分
団

第
一
班

　

鈴
木
　

康
礼
（
団
員
）

　

八
木
沼
允
俊
（
団
員
）

第
二
班

　

藤
田
　

守
　

（
団
員
）

第
一
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

優
良
団
員
（
10
年
勤
続
）

　
　

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

優
良
団
員
（
5
年
勤
続
）

　
　

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

優良火防の家の表彰を
受ける角田文男さん

5年勤続表彰の
岡部第1分団第3副班長

無火災分団を受賞する
金成第一分団長

10年勤続表彰の鈴木第六分団長

一般協力者感謝状を授与
される生田目光一さん
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一
般
協
力
者
（
感
謝
状
）

無
火
災
分
団
（
表
彰
状
）

優
良
火
防
の
家

　

（
表
彰
状
・
プ
レ
ー
ト
）

平
成
26
年
度
分
団
長

　

（
感
謝
状
・
記
念
品
）

小
針
　

傳
次
（
簑
輪
）

小
針
　

久
勝
（
袖
山
）

角
田
　

俊
彦
（
東
大
畑
一
区
）

篠
田
　

文
雄
（
東
大
畑
二
区
）

近
藤
　

幹
夫
（
畑
田
）

小
室
　

一
男
（
畑
田
）

渡
辺
　

正
昭
（
中
里
）

小
濃
　

芳
勝
（
大
草
）

鈴
木
　

利
美
（
山
白
石
一
区
）

須
藤
　

次
男
（
山
白
石
五
区
）

八
木
沼
　

進
（
小
貫
）

近
藤
　

榮
市
（
太
田
輪
）

前
第
一
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
川
　

建
治

前
第
二
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

市
川
　

一
彦

前
第
三
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
田
　

篤
史

前
第
四
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
　

健
一

前
第
五
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
　

淳
一

前
第
六
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

大
河
内
正
人

表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）

生
田
目
光
一
（
荒
町
）

緑
川
　

新
一
（
里
白
石
）

我
妻
　

安
治
（
福
貴
作
）

須
藤
　

茂
　

（
簑
輪
）

小
針
　

正
毅
（
袖
山
）

蛭
田
　

正
寿
（
東
大
畑
一
区
）

蛭
田
　

誠
一
（
東
大
畑
二
区
）

小
室
　

直
治
（
畑
田
）

須
藤
　

善
徳
（
松
野
入
）

須
藤
　

政
則
（
大
草
）

生
田
目
宏
明
（
山
白
石
一
区
）

鈴
木
　

勝
志
（
山
白
石
四
区
）

岡
田
　

孝
男
（
山
白
石
六
区
）

薄
井
　

晃
嘉
（
小
貫
）

藤
田
　

茂
　

（
太
田
輪
）

角
田
　

文
男
（
荒
町
）

兼
子
　

弥
吉
（
本
町
一
区
）

佐
藤
　

正
一
（
本
町
二
区
）

岡
部
　

庫
吉
（
滝
輪
一
区
）

圓
谷
　

春
男
（
滝
輪
二
区
）

割
栢
　

節
夫
（
福
貴
作
）

川
音
　

周
郎
（
染
）

第
一
分
団

第
一
班

　

我
妻
　

悌
　

（
団
員
）

第
二
班

　

鵜
澤
　

進
一
（
副
班
長
）

　

原
　

秀
樹
　

（
団
員
）

第
三
班

　

草
野
　

洋
二
（
団
員
）

第
二
分
団

第
一
班

　

生
田
目
孝
浩
（
団
員
）

第
二
班

　

我
妻
　

伸
広
（
団
員
）

第
三
班

　

八
旗
　

公
裕
（
団
員
）

第
三
分
団

第
三
班

　

角
田
　

孝
志
（
団
員
）

第
四
分
団

第
二
班

　

高
坂
　

昌
和
（
班
長
）

第
四
班

　

小
濃
　

芳
秋
（
団
員
）

第
五
分
団

第
二
班

　

保
志
　

勝
之
（
団
員
）

第
三
班

　

岡
田
　

聡
　

（
団
員
）

第
六
分
団

第
一
班

　

鈴
木
　

克
紀
（
分
団
長
）

第
一
分
団

第
二
班

　

大
谷
　

喬
之
（
団
員
）

　

藤
田
　

孝
史
（
団
員
）

第
三
班

　

岡
部
　

信
博
（
副
班
長
）

第
二
分
団

第
一
班

　

小
宅
　

辰
哉
（
団
員
）

第
二
班

　

生
田
目
孝
三
（
団
員
）

第
三
班

　

川
音
　

進
也
（
団
員
）

第
三
分
団

第
一
班

　

兼
子
　

憲
明
（
機
動
班
長
）

第
二
班

　

白
川
ナ
ッ
タ
ポ
ン
（
団
員
）

第
三
班

　

小
豆
畑
慶
介
（
団
員
）

第
四
分
団

第
三
班

　

会
田
　

直
人
（
副
班
長
）

第
四
班

　

鈴
木
　

拓
也
（
団
員
）

　

鈴
木
　

雅
人
（
団
員
）

　

須
藤
　

顕
　

（
団
員
）

　

久
保
木
祐
太
（
団
員
）

第
五
分
団

第
一
班

　

迎
　

光
功
　

（
機
動
班
長
）

第
三
班

　

須
藤
　

和
也
（
団
員
）

第
六
分
団

第
一
班

　

鈴
木
　

康
礼
（
団
員
）

　

八
木
沼
允
俊
（
団
員
）

第
二
班

　

藤
田
　

守
　

（
団
員
）

第
一
分
団

第
四
分
団

第
五
分
団

第
六
分
団

優
良
団
員
（
10
年
勤
続
）

　
　

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

優
良
団
員
（
5
年
勤
続
）

　
　

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

優良火防の家の表彰を
受ける角田文男さん

5年勤続表彰の
岡部第1分団第3副班長

無火災分団を受賞する
金成第一分団長

10年勤続表彰の鈴木第六分団長

一般協力者感謝状を授与
される生田目光一さん



広報あさかわ　2015.6　4

町のわだい・できごと

　

町
防
犯
協
会
（
須
藤
一
夫
会
長
）
の

総
会
が
、
４
月
22
日
㈬
に
中
央
公
民
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
鴫
原
厚
石
川
警
察
署
長

や
行
政
区
長
、
各
団
体
の
長
な
ど
約
50

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
26
年
度
中
の
防
犯

活
動
と
決
算
が
報
告
さ
れ
、
平
成
27
年

度
に
つ
い
て
も
各
種
事
業
計
画
案
と
予

算
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
駅
前
防
犯

活
動
と
盆
踊
り
大
会
や
花
火
大
会
時
の

街
頭
活
動
、
年
末
年
始
の
事
件
事
故
防

止
街
頭
活
動
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

い
わ
き
石
川
青
年
会
議
所
（
石
井
隆

士
理
事
長
）
主
催
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
が
、
５
月
11
日
㈪
に
㈱
石
川
自
動
車

教
習
所
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
通
安
全
教
室
は
、
石
川
郡
内

の
小
学
一
年
生
を
対
象
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、
浅
川
町
か
ら
も
３
校
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
実
際
に
横
断
歩
道
の
渡

り
方
や
自
動
車
の
死
角
、
信
号
の
あ
る

交
差
点
で
の
注
意
点
な
ど
を
学
び
、
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
て
交
通
安
全
ク
イ
ズ
や

緊
急
車
両
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ボ
ー
ル
遊
び
に
よ
る
飛
び
出
し
事
故
の

寸
劇
も
行
わ
れ
、
児
童
達
に
正
し
い
横

断
の
仕
方
な
ど
が
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
町
と
浅
川
郵
便
局
と
の
「
地
域

の
見
守
り
」
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式

が
、
４
月
22
日
㈬
に
役
場
町
長
室
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
、
須
藤
町
長
と
割
柏
正

大
浅
川
郵
便
局
長
が
協
定
書
に
署
名
押

印
を
し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、郵
便
局
職
員
が
配
達
な
ど

の
業
務
中
に
、高
齢
者
や
子
ど
も
の
見

守
り
を
は
じ
め
、河
川
の
水
質
事
故
や

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
等
、道
路
の
危
険

箇
所
、漏
水
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合
、町

に
対
し
て
情
報
提
供
を
し
、安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

浅
川
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
総

会
が
、
４
月
13
日
㈪
に
中
央
公
民
館
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
関
係
者
約
40
名
が
出
席

し
、
平
成
26
年
度
の
事
業
、
決
算
報
告

が
さ
れ
、
平
成
27
年
度
に
つ
い
て
も
、

花
火
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
や
雲
五

郎
山
山
開
き
な
ど
へ
の
積
極
的
参
画
を

予
定
し
た
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案

が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
役
員
の
改
選
も
行
わ
れ
、
新
会
長

に
は
浅
川
町
赤
十
字
奉
仕
団
代
表
の
久

保
木
美
枝
子
さ
ん
（
大
草
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

町
防
犯
協
会
総
会
開
催

「
地
域
の
見
守
り
」

　

郵
便
局
と
協
定
締
結

石
川
郡
新
一
年
生

　
　
　

交
通
安
全
教
室

地
域
社
会
に
貢
献

　
　
　
　

女
団
連
総
会
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町のわだい・できごと
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。
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町
議
会
議
員
な
ど
を
努
め
た
江
田
久

男
さ
ん
（
根
岸
）
が
、
地
方
自
治
功
労

者
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
、
５
月
14
日

㈭
に
受
賞
の
報
告
の
た
め
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

江
田
さ
ん
は
、
平
成
７
年
10
月
か
ら

平
成
23
年
ま
で
の
４
期
16
年
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
を
務
め
、
平
成
15
年
か
ら

の
８
年
間
は
副
議
長
と
し
て
議
会
の
円

滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
町
議

員
と
し
て
は
、
町
政
伸
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、
特
に
、

給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
よ
る
新
築

工
事
や
、
町
史
編
纂
事
業
、
浅
川
町
武

道
館
建
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
さ
ぎ
そ
う
」
の
開
設
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
第
１
回
目
の
献
血
が
、
５
月

13
日
㈬
に
町
内
の
事
業
所
と
公
民
館
に

お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

○
大
同
信
号
株
式
会
社

　
　
　
　

浅
川
事
業
所
　

様

　

大
同
化
工
株
式
会
社
　

様
　

　

大
同
電
器
株
式
会
社
　

様

○
中
央
公
民
館
　
　
　
　
　
　

８
名

　

当
日
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

輸
血
を
必
要
と
す
る
方
は
多
数
お
り
、

血
液
も
不
足
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
７

月
17
日
㈮
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

浅
川
町
弓
道
会
の
小
宅
次
男
さ
ん

（
里
白
石
）
が
、
４
月
19
日
㈰
に
行
わ

れ
た
「
第
67
回
福
島
県
春
季
弓
道
大

会
」
に
お
い
て
、
個
人
男
子
三
段
以
上

の
部
で
第
三
位
の
成
績
を
収
め
、
４
月

22
日
㈬
に
入
賞
の
報
告
の
た
め
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

浅
川
町
弓
道
会
は
、

毎
日
町
武
道
館
弓
道

場
に
お
い
て
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。
弓

道
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
弓
道
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
８
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
450
名

で
結
成
さ
れ
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
総
会
が
、４
月
20
日
㈪
に
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成

26
年
度
中
の
事
業
内

容
と
決
算
が
報
告
さ

れ
、
平
成
27
年
度
に

つ
い
て
も
各
種
事
業

計
画
案
と
予
算
案
が

提
出
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
防
犯
協
会
で
は
、
町
防
犯
連
絡
責

任
者
会
（
高
宮
利
夫
会
長
）
及
び
町
防

犯
指
導
隊
（
兼
子
俊
幸
隊
長
）
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
、
毎
月
２
回
、
JR
磐
城

浅
川
駅
前
に
お
い
て
、
午
後
５
時
26
分

の
下
り
線
、
58
分
の
上
り
線
を
利
用
す

る
方
を
対
象
に
、
浅
川
町
か
ら
犯
罪
を

な
く
す
た
め
の
「
駅
前
防
犯
活
動
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
協
会
で
は
、
毎
月
の
防
犯
活
動
の

他
、
８
月
の
盆
踊
り
大
会
や
花
火
大
会

な
ど
で
の
防
犯
活
動
、
年
末
年
始
に
は

「
事
件
事
故
防
止
活
動
」
と
し
て
の
活

動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
を
皆
さ
ん
で
活
動
し
な

が
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

弓
道
で
県
上
位
入
賞

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

献
血
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
で
安
全
を

「
駅
前
防
犯
活
動
」
実
施

長
年
の
功
績
を
た
た
え

　
　

県
知
事
表
彰
受
賞

39
名
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いつまでもお元気で 祝米寿

　沼田 道勧・由里夫妻（中里）に誕生した第５子、
燎羽（りょう）くんです。
（平成２６年１０月１７日生まれ、男の子）
～メッセージ～
　お兄ちゃん、お姉ちゃんに負けないで
　たくましく育ってね

３～４か月児健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

７月９日（木）

次回は８月７日（金）次回は８月４日（火）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

６月２５日（木） ６月３０日（火）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２７年３月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２６年６月～７月生

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２５年１０月～１１月生

６月１９日（金）

平成２６年１０月～１１月生

いちかわ あいら ちゃん すずき こうし くん すとう ここな ちゃん みどりかわ とうま くん みどりかわ なな ちゃん みどりかわ なるみ ちゃんいちかわ あいら ちゃん すずき こうし くん すとう ここな ちゃん みどりかわ とうま くん みどりかわ なな ちゃん みどりかわ なるみ ちゃん

３月６日 ３歳児健診でむし歯のない子３月６日 ３歳児健診でむし歯のない子
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かりかり小魚（田作り）（浅川町保育所栄養士　酒井 久美さん）
【材料（４～５人分）】
食べる小魚(煮干) 1袋（45ｇ）
　　しょうゆ　大さじ１　　水　　　　大さじ１
　　砂糖　　　大さじ２　　炒りごま　大さじ１
　　みりん　　大さじ１
※甘味が強めなので、砂糖の量を調節してください。

【作り方】
①　熱したフライパンの上で、食べる小魚を弱火で炒ります。
　　香ばしい香りがたってきたら、バットや皿にあげ冷まし
　　ます。
②　Aをフライパンに入れて、中火にかけタレを作ります。
③　半分ほどに煮詰め照りが出たら、冷ましておいた小魚と
　　炒りごまを加え、さっとからめたら出来上がりです。
【調理のポイント】
　小魚を気長にカリカリに炒めることと、タレの煮詰め具合
がポイント！
　炒め足りないとカリカリにならず、タレは煮詰めすぎると
アメ状になります。

今月の一品

A

　小魚はカルシウムが豊富です。頭からしっぽまで
骨ごと食べる事ができる小魚は、食べやすくて少量
でも効率よく栄養を摂ることができる優秀食品です。
特に、骨や歯の成長や骨粗しょう症の予防に欠かせ
ない食材です。
　カルシウムを多く含む食材は、ほうれん草、小松
菜、チンゲン菜、切干大根、高野豆腐、ひじき、ご
ま、かぼちゃなどもあります。牛乳やチーズだけで
はなく、このような野菜や海藻からも摂取できます
ので、料理の幅も広がります。 
　保育所でも、子どもたちの成長を考えカリカリ小
魚を提供しています。ひじきや切干大根のサラダ、
高野豆腐のスープなど、家庭ではなかなか食べられ
ない食材を使っておいしい給食をつくっていますの
でご安心ください。

わがつま えいとくん（２３回）　なかにし おりとくん（２０回）
すとう じんくん（１６回）　　　やぎぬま しゅうまくん・みおちゃん（１６回）
つのだ ひとしくん（１５回）　　ほんだ わたるくん（１５回）
かわおと ゆあちゃん（１４回）　まえだ たいがくん（１４回）
なかにし ゆうきくん（１２回）　いしい あおいくん（１２回）
ふじた ひよりちゃん（１２回）　わち あずさちゃん（１１回）
すずき そうしくん（１０回）　　いちかわ りゅうのすけくん（１０回）
たかみや るりちゃん（１０回）

【こころの健康相談】　日時及び場所　６月２４日（水）（予約制）　保健センター
　　　　　　　　　　　 ★相談を希望される方は、電話で申し込んでください。
　　　　　　　　　　　 ★相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

平成26年度つどいの広場に10回以上参加したお友達

★つどいの広場・育児相談★
日時及び場所　６月２３日（火）　７月１４日（火）　７月２８日（火）
　　　　　　　午前９時３０分～１１時３０分　保健センター
★みんなといっしょの広場★
日時及び場所　７月１日（水） 午前１０時～１１時　浅川幼稚園
○受付時間は午前９時５０分～１０時です。遅れないように集まってください。

【乳幼児のあそびの場】　◎「参加カード」をご持参ください。

※ 名字が省略のお子さんはご兄弟です。
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かりかり小魚（田作り）（浅川町保育所栄養士　酒井 久美さん）
【材料（４～５人分）】
食べる小魚(煮干) 1袋（45ｇ）
　　しょうゆ　大さじ１　　水　　　　大さじ１
　　砂糖　　　大さじ２　　炒りごま　大さじ１
　　みりん　　大さじ１
※甘味が強めなので、砂糖の量を調節してください。

【作り方】
①　熱したフライパンの上で、食べる小魚を弱火で炒ります。
　　香ばしい香りがたってきたら、バットや皿にあげ冷まし
　　ます。
②　Aをフライパンに入れて、中火にかけタレを作ります。
③　半分ほどに煮詰め照りが出たら、冷ましておいた小魚と
　　炒りごまを加え、さっとからめたら出来上がりです。
【調理のポイント】
　小魚を気長にカリカリに炒めることと、タレの煮詰め具合
がポイント！
　炒め足りないとカリカリにならず、タレは煮詰めすぎると
アメ状になります。

今月の一品

A

　小魚はカルシウムが豊富です。頭からしっぽまで
骨ごと食べる事ができる小魚は、食べやすくて少量
でも効率よく栄養を摂ることができる優秀食品です。
特に、骨や歯の成長や骨粗しょう症の予防に欠かせ
ない食材です。
　カルシウムを多く含む食材は、ほうれん草、小松
菜、チンゲン菜、切干大根、高野豆腐、ひじき、ご
ま、かぼちゃなどもあります。牛乳やチーズだけで
はなく、このような野菜や海藻からも摂取できます
ので、料理の幅も広がります。 
　保育所でも、子どもたちの成長を考えカリカリ小
魚を提供しています。ひじきや切干大根のサラダ、
高野豆腐のスープなど、家庭ではなかなか食べられ
ない食材を使っておいしい給食をつくっていますの
でご安心ください。

わがつま えいとくん（２３回）　なかにし おりとくん（２０回）
すとう じんくん（１６回）　　　やぎぬま しゅうまくん・みおちゃん（１６回）
つのだ ひとしくん（１５回）　　ほんだ わたるくん（１５回）
かわおと ゆあちゃん（１４回）　まえだ たいがくん（１４回）
なかにし ゆうきくん（１２回）　いしい あおいくん（１２回）
ふじた ひよりちゃん（１２回）　わち あずさちゃん（１１回）
すずき そうしくん（１０回）　　いちかわ りゅうのすけくん（１０回）
たかみや るりちゃん（１０回）

【こころの健康相談】　日時及び場所　６月２４日（水）（予約制）　保健センター
　　　　　　　　　　　 ★相談を希望される方は、電話で申し込んでください。
　　　　　　　　　　　 ★相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

平成26年度つどいの広場に10回以上参加したお友達

★つどいの広場・育児相談★
日時及び場所　６月２３日（火）　７月１４日（火）　７月２８日（火）
　　　　　　　午前９時３０分～１１時３０分　保健センター
★みんなといっしょの広場★
日時及び場所　７月１日（水） 午前１０時～１１時　浅川幼稚園
○受付時間は午前９時５０分～１０時です。遅れないように集まってください。

【乳幼児のあそびの場】　◎「参加カード」をご持参ください。

※ 名字が省略のお子さんはご兄弟です。
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平成27年度がん検診等の実施計画
　標記のことについて、下記のとおり計画しています。積極的に受診されますようお願いいたします。
くわしくは、「平成２７年度健康カレンダー」にも記載してありますのでご覧ください。

検診名 対象者 検診内容 日程及び会場

子宮けいがん検診 20歳以上の女性

30歳～39歳の女性

40歳～49歳の女性

50歳～59歳の女性

60歳以上の女性

問診・視触診・
マンモグラフィ２方向

問診・バリウム服用による
レントゲン間接撮影

問診・胸部レントゲン間接撮影

問診・便潜血反応検査
（2日間）

血液検査
（前立腺腫瘍マーカー検査）

問診・血液検査
（Ｂ型、Ｃ型肝炎検査）

問診・喀たん検査

問診・胸部レントゲン間接撮影

問診・超音波による骨量測定

問診・視触診・
マンモグラフィ１方向

問診・マンモグラフィ１方向

40歳以上の方

40歳以上の方

40歳以上の方

65歳以上の方

ハイリスク者
（該当条件あり）

50歳以上の男性
(治療中の方は対象外）

40歳以上の方で
該当する方
（該当条件あり）

対象地区に住む
30歳以上の女性

問診・視診・細胞診

問診・視触診・超音波検査

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診

結核検診

骨粗しょう症検診

※特定健康診査は、国民健康保険の加入者を対象に、９月２８日（月）から１０月６日（火）
　（３日を除く）までに実施します。

前立腺がん検診

肝炎ウイルス検査

乳がん検診 
（４０歳以上の方は
隔年で受診）

１１月　９日（月）
１１月１７日（火）
１１月２７日（金）
１２月　３日（木）
１２月　９日（水）
１２月１５日（火）
（すべて完全予約制）
浅川町保健センター

　９月２８日（月）
　９月２９日（火）
　９月３０日（水）
１０月　１日（木）
１０月　２日（金）
１０月　４日（日）
１０月　５日（月）
１０月　６日（火）
浅川町保健センター

ただし
１０月５日（月）は
山白石多目的研修センター
１０月６日（火）は
里白石北部集会センター
にて実施します。

子宮がん検診と同日
★別ページをあわせて
ご覧ください。

７月 ６日（月）
７月１６日（木）
浅川町保健センター
★別ページをあわせて
ご覧ください。
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　健康増進法による子宮けいがん検診を実施しますので、対象になる方は受診してください。
　受診票は、６月中旬ごろ、地区の保健協力員さんが配布します。検診を希望する方で受診票が届かない
場合は、保健センターにご連絡ください。がん検診は、医療保険の保険者に関係しませんので、職場等で
検診を実施していない場合、町の検診を受診することができます。

子宮けいがん検診を受けましょう

検診名 対　象　者 検診内容
子宮けいがん検診

●検診の内容

●日時及び対象地区

●場　所　浅川町保健センター
　　　　　（保健センター駐車場が混み合っているときは、専売公社跡地に駐車してください。）
●個人負担金　なし

骨粗しょう症検診

２０歳以上の女性

本町１・２区、簔輪、袖山、大草、中里、
根岸、松野入の各地区に住む３０歳以上の女性

問診・子宮けい部の細胞診

超音波による骨密度の測定

日　時 受付時間 対象地区

　７月６日（月）

７月１６日（木）

午前８時～午前９時３０分

午後１時～午後２時

午前８時～午前９時３０分

午後１時～午後２時

（　　　で囲んである地区が、骨粗しょう症検診の対象地区です。）

荒町、本町2区 、松野入

里白石、福貴作、染、簑輪 、大草

山白石全区、袖山 、東大畑1・2区、中里 、根岸

本町1区 、畑田、滝輪1・2区、小貫、太田輪

　Ａ　内部被ばく検査を１度も受けていない方で、下記に該当する方
　　①　平成２７年４月１日時点で福島県内に住民票がある方
　　②　福島県内に住民票がある１～２歳児（平成２５年４月２日から平成２６年４月１日までに出生し
　　　　たお子さん）
　　③　県民健康調査の対象となった方や、県内に通学している方
　Ｂ　平成２３年３月１２日（原子力発電所事故）当時で、県内に居住していた
　　　おおむね０歳から１８歳以下だった方（２回目）
　　　　検査日に、町内の各保育所・幼稚園・各小学校・中学校に在籍している方は、各学校等で実施し
　　　　ます。詳しくは各施設を経由してお知らせいたします。

　○検査期間：平成２７年７月１６日（木）・１７日（金）・２０日（月・海の日）・２１日（火）
　○検査時間：午前９時３０分～午後４時３０分まで
　○検査会場：浅川町保健センター
　※各学校等においては、平成２７年６月１５日（月）～７月１５日（水）に順次実施します。

　Ａに該当する方は予約制です。保健センターへ電話で申し込んでください。
　○受付期間・時間
　７月６日（月）～１０日（金）　午前８時３０分～午後５時００分（平日）

ホールボディカウンター検査を実施します
１　検査の対象

２　検査の実施日時・場所

３　申込み方法

【問い合わせ】　保健センター　☎３６̶４７２２



　第18期となる保健協力員52名への委嘱状交付が、5月13日(水)に保健センターにおいて行われま
した。
　保健協力員の委嘱期間は2年間で、町の皆様の各種がん検診の意向調査や受診録の配布などをとお
して、生活習慣病予防活動を地域の中で広げていきます。
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ム

須
賀
川
市
旭
町
153-

１

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
1

　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

対
人
関
係
や
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
等
の
思
春
期
の
問
題
や
、
ア
ル

コ
ー
ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
依
存

に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
精
神
科

医
師
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
相
談
日
時

　

６
月
11
日
㈭

　

７
月
９
日
㈭
、
23
日
㈭

　

８
月
27
日
㈭

　

９
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭

　

10
月
８
日
㈭

　

11
月
12
日
㈭
、
26
日
㈭

　

12
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭

平
成
28
年

　

１
月
14
日
㈭
、
28
日
㈭

　

２
月
25
日
㈭

　

３
月
10
日
㈭

※

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話

　

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
島
市
御
山
町
８-

30

（
福
島
県
保
健
衛
生
合
同
庁
舎
５
階
）

☎
0
2
4-

5
3
5-

3
5
5
6

無
料
相
談
会
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談（
須
賀
川
市
）

心
の
相
談
会（
福
島
市
）

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の

裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法

律
相
談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と

相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

　

（
白
河
市
中
田
140
）

　

７
月
２
日
㈭

　

８
月
６
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

７
月
16
日
㈭

　

８
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介

し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

月
曜
日
〜
金
曜
日
〈
祝
祭
日
を
除

く
〉
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

相 談

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
学
力
試
験
は

な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
124
単

位
以
上
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
限
は
８
月
31
日
㈪
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員

税
務
職
員
募
集

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

9
2
1-

7
4
7
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
受
験
資
格

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

　

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

　

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

　

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な

　

い
者
及
び
平
成
28
年
３
月
ま
で

　

に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

又
は
人
事
院
が
そ
れ
と
同
等
の

　

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

平
成
27
年
６
月
22
日
㈪
か
ら

　

平
成
27
年
７
月
１
日
㈬
ま
で

・
郵
送
又
は
持
参

　

平
成
27
年
６
月
22
日
㈪
か
ら

　

平
成
27
年
６
月
24
日
㈬
ま
で

○
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
し
込
み
は
原
則
イ
ン

放
送
大
学

　
　

10
月
生
の
募
集

募 集
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（
須
賀
川
市
旭
町
153-

１
）

○
内
容

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回

　

復
と
家
族
・
支
援
者
の
対
応

○
参
加
料

　

無
料

○
申
込
方
法

　

電
話
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

○
申
込
期
限

　

６
月
３
日
㈬

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
1

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
見

え
に
く
い
こ
と
で
日
常
生
活
に
不

自
由
を
感
じ
て
い
る
方
、
ま
た
は
、

そ
の
家
族
の
方
を
対
象
に
し
た
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日

　

７
月
15
日
㈬

○
開
催
場
所

　

白
河
市
中
央
老
人

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
白
河
市
北
中
川
原
313
番
地
）

○
内
容

・
医
療
相
談
（
予
約
制
）

　

視
覚
障
が
い
に
詳
し
い
医
師
に
、

　

目
に
つ
い
て
の
相
談
、
補
装
具

　

の
要
否
判
定
、
身
体
障
害
者
手

　

帳
等
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

・
福
祉
制
度
・
職
業
教
育
の
相 

　

談
（
予
約
制
）

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
や
、
日
常
生
活

　

用
具
、
資
格
取
得
等
の
福
祉
制

　

度
に
つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
。

・
福
祉
用
具
の
見
学（
予
約
不
要
）

　

ル
ー
ペ
、
遮
光
眼
鏡
、
拡
大

　

読
書
器
、
音
声
パ
ソ
コ
ン
等

　

色
々
な
福
祉
用
具
を
実
際
に
試

　

す
こ
と
が
で
き
ま
す

・
盲
導
犬
体
験
歩
行
（
予
約
制
）

　

盲
導
犬
に
関
す
る
説
明
と
、
訓

　

練
犬
と
の
体
験
歩
行
が
で
き
ま

　

す
。

○
そ
の
他

　

日
程
・
会
場
等
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
さ

　

れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す

　

の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
役
場
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

○
申
込
先

　

浅
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

☎
0
2
4
7-

3
6-

4
1
2
3

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
障
が
い
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

5
2
5-

8
1
8
6

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
な

　

暴
走
行
為
、
過
積
載
を
目
的
と

し
た
不
正
改
造
車
は
、
安
全
を
脅

か
し
道
路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と

と
も
に
、
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気

汚
染
、
騒
音
等
の
環
境
悪
化
の
要

因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
自
動
車
部
品

の
取
付
け
や
取
外
し
に
よ
る
保
安

基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
て
も
、

違
法
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
い
ま

ま
に
改
造
を
行
っ
て
い
る
使
用
者

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

排
除
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
車
両
の
安
全
確
保
・
環

境
保
全
を
図
る
た
め
、
６
月
に

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
」
を
展
開
し
、
強
化
月
間
と
し

て
国
土
交
通
省
及
び
自
動
車
関
係

32
団
体
で
構
成
す
る
「
不
正
改
造

防
止
推
進
協
議
会
」
が
中
心
と

な
っ
て
、
関
係
機
関
と
協
力
し
重

点
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運

輸
支
局
検
査
・
整
備
・
保
安
部
門

☎
0
2
4-

5
4
6-

0
3
4
2

ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

当
所
の
職
員
を
派
遣
し
、
健
康
づ

く
り
・
福
祉
・
衛
生
に
関
す
る
情

報
提
供
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
保

健
・
福
祉
宅
配
講
座
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
申
込
で
き
る
方

　

須
賀
川
市
、
田
村
市
、
岩
瀬
郡
、

　

石
川
郡
、
田
村
郡
に
住
所
を
有

　

す
る
個
人
の
方
や
所
在
す
る
民

　

間
事
業
所
、
公
共
団
体
な
ど
で
、

　

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

　

だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
講

　

習
会
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
よ
り
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
町
保
健
セ

　

ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

○
申
込
期
限

　

原
則
と
し
て
、
開
催
希
望
日
の

　

２
か
月
前
か
ら
３
週
間
前
ま
で

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
受
講
料

　

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
会
場
使

　

用
料
な
ど
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

　

申
込
者
が
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　

講
座
終
了
後
に
必
ず
「
保
健
・

　

福
祉
宅
配
講
座
」
ア
ン
ケ
ー
ト

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

総
務
企
画
課

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
0
5

不
正
改
造
車
を
排
除

　
　
　
　
　

強
化
月
間

ストップ・ザ・不正改造

視
覚
障
が
い
者
相
談
会

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
と
す
る
。

　

郵
送
又
は
持
参
受
験
申
込
書
の

　

請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
又
は

　

人
事
院
東
北
事
務
局
へ
行
う
。

○
第
１
次
試
験
日

　

平
成
27
年
９
月
６
日
㈰

【
問
い
合
わ
せ
】

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係

☎
0
2
2-

2
6
3-

1
1
1
1

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
0
2
2-

2
2
1-

2
0
2
2

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
家
族

を
巻
き
込
む
病
気
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
問
題
が
深
刻
化
し
て
く
る

に
つ
れ
て
、
周
り
の
人
も
と
て
も

不
健
康
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
」
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
事
は
回
復
へ
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

○
開
催
日

　

平
成
27
年
６
月
17
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

○
開
催
場
所

　

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
・
福
祉
宅
配
講
座

その他

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

　
　
　
　
　

市
民
講
座

催 し
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白
河
司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

　

精
神
面
で
の
悩
み
を
持
つ
方
、

心
の
病
気
や
精
神
障
が
い
が
あ
っ

て
困
っ
て
い
る
方
、
ま
た
そ
の
御

家
族
の
相
談
を
専
門
の
医
師
が
お

受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、思
春
期
〜
青
年
期
の
ひ
き

こ
も
り
、発
達
障
害（
主
に
成
人
）、

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン（
嗜
癖
）、う
つ
病
、

自
死
遺
族
等
の
相
談
も
お
受
け
し

て
お
り
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

○
相
談
月
日
、
内
容

　

６
月
23
日
㈫
　

全
般
、
老
人

　

７
月
28
日
㈫
　

全
般
、
う
つ
等

　

８
月
20
日
㈭
　

全
般
、

　
　
　
　
　
　
　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　

９
月
18
日
㈮
　

全
般
、
思
春
期

　

10
月
８
日
㈭
　

全
般

　

11
月
10
日
㈫
　

全
般
、
う
つ
等

　

12
月
25
日
㈮
　

全
般
、
思
春
期

平
成
28
年

　

１
月
14
日
㈭
　

全
般
、

　
　
　
　
　
　
　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

　

２
月
16
日
㈫
　

全
般
、
老
人

　

３
月
８
日
㈫
　

全
般
、
う
つ
等

○
相
談
場
所

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

※

事
前
に
予
約
の
う
え
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
課
障
が
い
支
援
チ
ー
ム

須
賀
川
市
旭
町
153-

１

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
1

　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

対
人
関
係
や
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
等
の
思
春
期
の
問
題
や
、
ア
ル

コ
ー
ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
の
依
存

に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
精
神
科

医
師
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
相
談
日
時

　

６
月
11
日
㈭

　

７
月
９
日
㈭
、
23
日
㈭

　

８
月
27
日
㈭

　

９
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭

　

10
月
８
日
㈭

　

11
月
12
日
㈭
、
26
日
㈭

　

12
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭

平
成
28
年

　

１
月
14
日
㈭
、
28
日
㈭

　

２
月
25
日
㈭

　

３
月
10
日
㈭

※

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話

　

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

福
島
市
御
山
町
８-

30

（
福
島
県
保
健
衛
生
合
同
庁
舎
５
階
）

☎
0
2
4-

5
3
5-

3
5
5
6

無
料
相
談
会
の

　
　
　
　

お
知
ら
せ

心
の
健
康
相
談（
須
賀
川
市
）

心
の
相
談
会（
福
島
市
）

○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の

裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法

律
相
談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と

相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

・
白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

　

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

　

（
白
河
市
中
田
140
）

　

７
月
２
日
㈭

　

８
月
６
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

・
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

７
月
16
日
㈭

　

８
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介

し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

月
曜
日
〜
金
曜
日
〈
祝
祭
日
を
除

く
〉
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

相 談

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
学
力
試
験
は

な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
124
単

位
以
上
を
修
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
限
は
８
月
31
日
㈪
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員

税
務
職
員
募
集

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

9
2
1-

7
4
7
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
　

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
受
験
資
格

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

　

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

　

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起

　

算
し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な

　

い
者
及
び
平
成
28
年
３
月
ま
で

　

に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

　

又
は
人
事
院
が
そ
れ
と
同
等
の

　

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

平
成
27
年
６
月
22
日
㈪
か
ら

　

平
成
27
年
７
月
１
日
㈬
ま
で

・
郵
送
又
は
持
参

　

平
成
27
年
６
月
22
日
㈪
か
ら

　

平
成
27
年
６
月
24
日
㈬
ま
で

○
受
験
申
込
方
法

　

受
験
申
し
込
み
は
原
則
イ
ン

放
送
大
学

　
　

10
月
生
の
募
集

募 集
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（
須
賀
川
市
旭
町
153-

１
）

○
内
容

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回

　

復
と
家
族
・
支
援
者
の
対
応

○
参
加
料

　

無
料

○
申
込
方
法

　

電
話
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

○
申
込
期
限

　

６
月
３
日
㈬

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

障
が
い
者
支
援
チ
ー
ム

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
1
1

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
見

え
に
く
い
こ
と
で
日
常
生
活
に
不

自
由
を
感
じ
て
い
る
方
、
ま
た
は
、

そ
の
家
族
の
方
を
対
象
に
し
た
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日

　

７
月
15
日
㈬

○
開
催
場
所

　

白
河
市
中
央
老
人

　

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
白
河
市
北
中
川
原
313
番
地
）

○
内
容

・
医
療
相
談
（
予
約
制
）

　

視
覚
障
が
い
に
詳
し
い
医
師
に
、

　

目
に
つ
い
て
の
相
談
、
補
装
具

　

の
要
否
判
定
、
身
体
障
害
者
手

　

帳
等
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

・
福
祉
制
度
・
職
業
教
育
の
相 

　

談
（
予
約
制
）

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
や
、
日
常
生
活

　

用
具
、
資
格
取
得
等
の
福
祉
制

　

度
に
つ
い
て
相
談
で
き
ま
す
。

・
福
祉
用
具
の
見
学（
予
約
不
要
）

　

ル
ー
ペ
、
遮
光
眼
鏡
、
拡
大

　

読
書
器
、
音
声
パ
ソ
コ
ン
等

　

色
々
な
福
祉
用
具
を
実
際
に
試

　

す
こ
と
が
で
き
ま
す

・
盲
導
犬
体
験
歩
行
（
予
約
制
）

　

盲
導
犬
に
関
す
る
説
明
と
、
訓

　

練
犬
と
の
体
験
歩
行
が
で
き
ま

　

す
。

○
そ
の
他

　

日
程
・
会
場
等
変
更
に
な
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
さ

　

れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す

　

の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

　

は
役
場
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

○
申
込
先

　

浅
川
町
役
場
保
健
福
祉
課

☎
0
2
4
7-

3
6-

4
1
2
3

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
障
が
い
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-
5
2
5-

8
1
8
6

　

県
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
な

　

暴
走
行
為
、
過
積
載
を
目
的
と

し
た
不
正
改
造
車
は
、
安
全
を
脅

か
し
道
路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と

と
も
に
、
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気

汚
染
、
騒
音
等
の
環
境
悪
化
の
要

因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
自
動
車
部
品

の
取
付
け
や
取
外
し
に
よ
る
保
安

基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
て
も
、

違
法
で
あ
る
と
の
認
識
が
な
い
ま

ま
に
改
造
を
行
っ
て
い
る
使
用
者

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

排
除
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
車
両
の
安
全
確
保
・
環

境
保
全
を
図
る
た
め
、
６
月
に

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
」
を
展
開
し
、
強
化
月
間
と
し

て
国
土
交
通
省
及
び
自
動
車
関
係

32
団
体
で
構
成
す
る
「
不
正
改
造

防
止
推
進
協
議
会
」
が
中
心
と

な
っ
て
、
関
係
機
関
と
協
力
し
重

点
的
に
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運

輸
支
局
検
査
・
整
備
・
保
安
部
門

☎
0
2
4-

5
4
6-

0
3
4
2

ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

当
所
の
職
員
を
派
遣
し
、
健
康
づ

く
り
・
福
祉
・
衛
生
に
関
す
る
情

報
提
供
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
保

健
・
福
祉
宅
配
講
座
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
申
込
で
き
る
方

　

須
賀
川
市
、
田
村
市
、
岩
瀬
郡
、

　

石
川
郡
、
田
村
郡
に
住
所
を
有

　

す
る
個
人
の
方
や
所
在
す
る
民

　

間
事
業
所
、
公
共
団
体
な
ど
で
、

　

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

　

だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
講

　

習
会
な
ど
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
よ
り
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
町
保
健
セ

　

ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

○
申
込
期
限

　

原
則
と
し
て
、
開
催
希
望
日
の

　

２
か
月
前
か
ら
３
週
間
前
ま
で

　

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
受
講
料

　

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
会
場
使

　

用
料
な
ど
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

　

申
込
者
が
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　

講
座
終
了
後
に
必
ず
「
保
健
・

　

福
祉
宅
配
講
座
」
ア
ン
ケ
ー
ト

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

総
務
企
画
課

☎
0
2
4
8-

7
5-

7
8
0
5

不
正
改
造
車
を
排
除

　
　
　
　
　

強
化
月
間

ストップ・ザ・不正改造

視
覚
障
が
い
者
相
談
会

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
と
す
る
。

　

郵
送
又
は
持
参
受
験
申
込
書
の

　

請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、

　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
又
は

　

人
事
院
東
北
事
務
局
へ
行
う
。

○
第
１
次
試
験
日

　

平
成
27
年
９
月
６
日
㈰

【
問
い
合
わ
せ
】

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係

☎
0
2
2-

2
6
3-

1
1
1
1

人
事
院
東
北
事
務
局

☎
0
2
2-

2
2
1-

2
0
2
2

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
家
族

を
巻
き
込
む
病
気
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
問
題
が
深
刻
化
し
て
く
る

に
つ
れ
て
、
周
り
の
人
も
と
て
も

不
健
康
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
」
と
い
う
病
気
に
つ
い
て
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
適
切
に
対
応
し

て
い
く
事
は
回
復
へ
の
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

○
開
催
日

　

平
成
27
年
６
月
17
日
㈬

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

○
開
催
場
所

　

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
・
福
祉
宅
配
講
座

その他

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題

　
　
　
　
　

市
民
講
座

催 し
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本屋さんのダイアナ
著者：柚木麻子

私の呪いを解けるのは、私だけ。「大穴」という名前、金色に染め
られたパサパサの髪、行方知れずの父親。自分の全てを否定して
いた孤独なダイアナに、本の世界と同級生の彩子だけが光を与え
てくれた。正反対の二人は、一瞬で親友になった。そう、“腹心の
友”に―。少女から大人への輝ける瞬間。強さと切なさを紡ぐ長
編小説。

土漠の花
著者：月村了衛

ソマリアの国境付近で、墜落ヘリの捜索救助にあたっていた陸上
自衛隊第一空挺団の精鋭たち。その野営地に、氏族間抗争で命を
狙われている女性が駆け込んだとき、壮絶な撤退戦の幕があがっ
た。圧倒的な数的不利。武器も、土地鑑もない。通信手段も皆無。
自然の猛威も牙を剥く。最悪の状況のなか、仲間内での疑心暗鬼
まで湧き起こる。なぜここまで激しく攻撃されるのか?なぜ救援
が来ないのか?自衛官は人を殺せるのか？最注目の作家が、日本
の眼前に迫りくる危機を活写しつつ謳いあげる壮大な人間讃歌。
男たちの絆と献身を描く超弩級エンターテインメント！

ハケンアニメ！
著者：辻村深月

伝説の天才アニメ監督王子千晴が、9年ぶりに挑む『運命戦線リ
デルライト』。プロデューサー有科香屋子が渾身の願いを込めて
口説いた作品だ。同じクールには、期待の新人監督・斎藤瞳と人
気プロデューサー行城理が組む『サウンドバック 奏の石』もオ
ンエアされる。ネットで話題のアニメーター、舞台探訪で観光の
活性化を期待する公務員…。誰かの熱意が、各人の思惑が、次か
ら次へと謎を呼び、新たな事件を起こす！anan連載小説、待望
の書籍化。

伝説の天才アニメ監督王子千晴が、9年ぶりに挑む『運命戦線リ
デルライト』。プロデューサー有科香屋子が渾身の願いを込めて
口説いた作品だ。同じクールには、期待の新人監督・斎藤瞳と人
気プロデューサー行城理が組む『サウンドバック 奏の石』もオ
ンエアされる。ネットで話題のアニメーター、舞台探訪で観光の
活性化を期待する公務員…。誰かの熱意が、各人の思惑が、次か
ら次へと謎を呼び、新たな事件を起こす！anan連載小説、待望
の書籍化。

その他の新着本
精霊の守り人　　　　　　　　　　　　　（上橋菜穂子／新潮文庫）
千日のマリア　　　　　　　　　　　　　（小池真理子／講談社）
火花　　　　　　　　　　　　　　　　　（又吉直樹／文藝春秋）
城塞　　　　　　　　　　　　　　　　　（司馬遼太郎／新潮文庫）
それでも私は山にのぼる　　　　　　　　（田部井淳子／文藝春秋）
絵てがみ　季節を大切にすることば選び　（吉水咲子／誠文堂新光社）
マギ　第１巻～第２４巻　　　　　　　　（大高 忍／小学館）
進撃の巨人　第１巻～第１６巻　　　　　（諫山 創／講談社）

日　時：平成２７年７月６日（月）　午前１０時から
場　所：中央公民館 ２階 日本間
内　容：大型絵本「ありとすいか」
　　　　大型絵本「おべんとくん」
　　　　大型絵本「ぴよーん」
　　　　ペープサートなど
　楽しいおはなし会です。お子さんをつれて遊びに来
てください。

図書室開室時間
月曜日～金曜日：午前８時３０分～午後５時
第２・４木曜日 :午後７時まで
　図書の貸出をしています。
※貸出期間は１冊につき２週間一人５冊まで借りら
　れます。
詳しくは中央公民館まで ☎ 36-2134
～ 返却していない本がありましたら、
　　次の方のために早く返却しましょう!! ～

『きいてみてみておはなし会』開催『きいてみてみておはなし会』開催
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臨時給付金のお知らせ

臨時福祉給付金

　26年度に引き続き、消費税率引き上げの影響などをふまえ、子育て世帯に対して子育て世帯臨
時特例給付金を支給します。
○支給対象者
　①平成２７年６月分の児童手当を受給している方
　※ただし、特例給付（児童手当の所得制限額以上の方に、児童１人当たり月額５,０００円を支
　　給しているもの）を受給される方は、対象となりません。
○対象児童
　平成２７年６月分の児童手当の対象となる児童
○支給額
　対象児童１人につき３,０００円
○申請方法等
　申 請 先：浅川町役場保健福祉課
　申請書類：該当する方へ6月上旬に申請用紙などを送付します。
　支給方法：口座振込での支給になります。

　消費税率の引上げに際し、所得の低い方々への負担を軽減するため、暫定的・臨時的な措置として下記
の臨時給付金が支給されます。

子育て世帯臨時特例給付金

臨時福祉給付金

臨時給付金のお知らせ

子育て世帯臨時特例給付金

臨時福祉給付金
○支給対象者
平成２７年度分の住民税が課税されていない方が対象です。

ただし、　・課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合
　　　　　・生活保護の受給者である場合　など
○支給額
・１人につき６,０００円　　　　　　　　　　　※詳細については、別途お知らせいたします。

は除きます。

【問い合わせ】
　申請方法等について　保健福祉課　☎36-4123
　制度の内容について　厚生労働省2つの給付金専用ダイヤル　☎0570-037-192

障がい者虐待防止センターのお知らせ 後期高齢者医療被保険者の皆さまへ
　障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援
等に関する法律（障害者虐待防止法）が平成２４年１０
月１日から施行されました。これに伴い、浅川町障が
い者虐待防止センターを開設しています。
　被害の拡大を食い止めるためには、早期発見・
早期対応が必要です。虐待を受けたと思われる障
がい者を発見した場合は、国民のだれもが通報の
義務を負っています。通報の秘密は守られますの
で、発見した場合などはご協力をお願いします。
【問い合わせ】

浅川町障がい者虐待防止センター
☎0247-36-4123

（月曜日～金曜日午前8時30分から午後5時15分）
☎090-2272-4123
（上記以外の時間）

　全国各地で以下の事例による詐欺被害が相次い
でおります。

　
　不審な電話がかかってきたときには、すぐに信
用せず、お住まいの市町村や警察署などにご連絡
ください。

①官公庁職員を装い、医療費や保険料の還付がある
　と言ってATMを操作させ、現金を振り込ませる
②息子を装い、仕事に失敗した、会社の書類を無く
　したなどと言って、お金を届けさせる
③銀行協会の職員を装い、通帳の番号が漏れている、
　危険なのでお金を積みかえた方がいいと言って、
　自宅に来た男にお金を渡させる
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著者：辻村深月

伝説の天才アニメ監督王子千晴が、9年ぶりに挑む『運命戦線リ
デルライト』。プロデューサー有科香屋子が渾身の願いを込めて
口説いた作品だ。同じクールには、期待の新人監督・斎藤瞳と人
気プロデューサー行城理が組む『サウンドバック 奏の石』もオ
ンエアされる。ネットで話題のアニメーター、舞台探訪で観光の
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臨時給付金のお知らせ
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　26年度に引き続き、消費税率引き上げの影響などをふまえ、子育て世帯に対して子育て世帯臨
時特例給付金を支給します。
○支給対象者
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　　給しているもの）を受給される方は、対象となりません。
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　平成２７年６月分の児童手当の対象となる児童
○支給額
　対象児童１人につき３,０００円
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　申 請 先：浅川町役場保健福祉課
　申請書類：該当する方へ6月上旬に申請用紙などを送付します。
　支給方法：口座振込での支給になります。

　消費税率の引上げに際し、所得の低い方々への負担を軽減するため、暫定的・臨時的な措置として下記
の臨時給付金が支給されます。
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臨時福祉給付金

臨時給付金のお知らせ
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平成２７年度分の住民税が課税されていない方が対象です。

ただし、　・課税されている方に生活の面倒を見てもらっている場合
　　　　　・生活保護の受給者である場合　など
○支給額
・１人につき６,０００円　　　　　　　　　　　※詳細については、別途お知らせいたします。

は除きます。

【問い合わせ】
　申請方法等について　保健福祉課　☎36-4123
　制度の内容について　厚生労働省2つの給付金専用ダイヤル　☎0570-037-192

障がい者虐待防止センターのお知らせ 後期高齢者医療被保険者の皆さまへ
　障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援
等に関する法律（障害者虐待防止法）が平成２４年１０
月１日から施行されました。これに伴い、浅川町障が
い者虐待防止センターを開設しています。
　被害の拡大を食い止めるためには、早期発見・
早期対応が必要です。虐待を受けたと思われる障
がい者を発見した場合は、国民のだれもが通報の
義務を負っています。通報の秘密は守られますの
で、発見した場合などはご協力をお願いします。
【問い合わせ】

浅川町障がい者虐待防止センター
☎0247-36-4123

（月曜日～金曜日午前8時30分から午後5時15分）
☎090-2272-4123
（上記以外の時間）

　全国各地で以下の事例による詐欺被害が相次い
でおります。

　
　不審な電話がかかってきたときには、すぐに信
用せず、お住まいの市町村や警察署などにご連絡
ください。

①官公庁職員を装い、医療費や保険料の還付がある
　と言ってATMを操作させ、現金を振り込ませる
②息子を装い、仕事に失敗した、会社の書類を無く
　したなどと言って、お金を届けさせる
③銀行協会の職員を装い、通帳の番号が漏れている、
　危険なのでお金を積みかえた方がいいと言って、
　自宅に来た男にお金を渡させる
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平成28年度浅川町職員採用候補者一次試験のお知らせ

試験職種及び
採用予定人員

試験期日

試験会場

受験資格

試験の方法

受付期間

そ の 他

大学卒程度
一般事務　４名程度

資格免許職
保育士　２名程度

県立福島工業高等学校
（福島市森合字小松原１番地）

杉妻会館
（福島市杉妻町３番４５号）

昭和６１年４月２日から
平成６年４月１日までに生まれた者。
（学歴は問いません。）

平成元年４月２日から
平成８年４月１日までに生まれた者。
（学歴は問いません。）

平成２７年５月２８日（木）から同６月２６日（金）まで。
ただし、執務時間中に限ります。
申込書及び募集要項は役場総務課に備えてあります。
※募集要項は町ホームページからも閲覧することができます。
　http://www.town.asakawa.fukushima.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】 総務課 ☎36-4121

大学卒程度で次により行います。
【教養試験】【適性試験】
　職員として必要な一般知識及び知能に
ついて、択一式による筆記試験及び適性
検査を行います。

短大卒程度　保育士で次により行います。
【教養試験】【専門試験】【適性試験】
　職員として必要な一般知識及び知能に
ついて、また保育士として必要な専門知
識及び能力について、択一式による筆記
試験と適性検査を行います。

平成２７年７月２６日（日）
　受　　付　　９：００～　９：３０
　教養試験　１０：００～１２：００
　適性試験　１３：００～１４：００

平成２７年７月２６日（日）
　受　　付　　９：００～　９：３０
　教養試験　１０：００～１２：００
　専門試験　１３：００～１４：３０
　適性試験　１５：００～１６：００
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　職員として必要な一般知識及び知能に
ついて、また保育士として必要な専門知
識及び能力について、択一式による筆記
試験と適性検査を行います。

平成２７年７月２６日（日）
　受　　付　　９：００～　９：３０
　教養試験　１０：００～１２：００
　適性試験　１３：００～１４：００

平成２７年７月２６日（日）
　受　　付　　９：００～　９：３０
　教養試験　１０：００～１２：００
　専門試験　１３：００～１４：３０
　適性試験　１５：００～１６：００
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　今年度も町内一斉に実施いたします。河川・道
路に捨てられた空き缶や空き瓶、ビニール、紙く
ずなどの回収や道路、堤防などの雑木、雑草の刈
払いを行いますのでご協力をお願いします。
　なお、バイク、自転車、タイヤ、バッテリー、
粗大ゴミ、特定家電4品目（冷蔵庫、エアコン、洗
濯機、テレビ）、パソコン等は回収しませんので
ご注意ください。
○日　時　７月５日（日）
　　　　　午前５時３０分～午前６時３０分
○場　所　各行政区の指定場所
○持参物　草刈機、鎌、手袋など
　　　　　※ゴミ袋は事前に町より配布します。
○その他　ケガのないよう十分注意のうえお願い
　　　　　します。
【問い合わせ】　　　　建設水道課　☎36-1184
　　　　　　　　　　　　　住民課　☎36-4124

　平成２７年度から平成２９年度までの３年間、
介護保険料が下表のとおりとなります。

　普通徴収（納付書で納める）の方は平成２７年
７月送付分の納付書から、特別徴収（年金天引
き）の方は平成２７年１０月の天引き分から納付
額が変わります。
　不明な点はお問い合わせください。
【問い合わせ】　　　　保健福祉課　☎36-4123

クリーンアップ作戦にご協力ください

雲五郎山山開き・健康ハイキング！

さつき・野草展を開催します

議会定例会のお知らせ

介護保険料が変更されました

　町盆栽・野草愛好会員の作品を多数展示いたし
ますので、出展を希望される方はお申し込みくだ
さい。
○日　時　６月１３日（土）～６月１４日（日）
　　　　　午前９時～午後４時
○場　所　中央公民館大ホール
○受付期限　６月１２日（金）午前中
○その他　出展数の制限はなく、町内・外を問わ
　　　　　ずどなたでも出展できます。
　　　　　作品の搬入・搬出は出展者が行ってく
　　　　　ださい。
　　　　　作品の管理は主催者が行います。
【問い合わせ】　　　　中央公民館　☎36-2134

　今年も雲五郎山山開き・健康ハイキングを開催
いたします。
　山頂では山開き・地雷火太鼓演奏・石川郡よさ
こい踊り隊による踊り・汁ものの無料提供を行い
ます。健康増進のためにも、ご家族、ご友人をお
誘いのうえぜひご参加ください。
　皆さんも田園や森林の中を歩きながら初夏の風
を感じてみませんか。
○日　時　６月２１日（日）
　　　　　午前９時出発（小雨決行）
○集合場所　浅川町地域福祉センター
　　　　　（午前８時から受付。吉田富三記念館
　　　　　を目印においでください)
○コース　浅川町地域福祉センター～城山山頂～
　　　　　雲五郎山山頂（山頂まで約6.25km）
○申し込み　参加費は無料です。保健福祉課まで電
　　　　　話、またはご来庁のうえお申し込みく
　　　　　ださい。
　　　　　申込期限は６月１６日（火）午後５時
　　　　　までです。
【問い合わせ】　　　　保健福祉課　☎36-4123

　平成２７年第２回議会定例会を次の日程で行う
予定です。
・６月１１日（木）…本会議（提案理由の説明）
・６月１２日（金）…本会議（一般質問）
・６月１５日（月）…本会議（議案の審議）
　議会は傍聴することができます。傍聴の手続き
は、本会議の開かれる日に役場2階大会議室前で受
付します。受付で受付簿に住所、氏名等を記入い
ただくだけで手続きは完了です。
【問い合わせ先】　　　議会事務局　☎36-1182

段階 対象者 保険
料率

保険料
年額

第1段階 0.5 29,400円

第2段階 0.75 44,100円

第3段階 0.75 44,100円

第4段階 0.9 52,920円

第5段階 1.0 58,800円

第6段階 1.2 70,560円

第7段階 1.3 76,440円

第8段階 1.5 88,200円

第9段階 1.7 99,960円

生活保護受給者、老年福祉年金受給者で
非課税世帯の者、世帯全員住民税非課税
かつ年金などの収入及び所得の合計が80
万円以下

世帯全員住民税非課税かつ年金などの収
入および所得の合計が80万円超120万
円以下

課税者がいる世帯だが本人が住民税非課
税で年金などの収入および所得の合計が
80万円超

課税者がいる世帯だが本人が住民税非課
税で年金などの収入および所得の合計が
80万円以下

世帯全員住民税非課税かつ年金などの収
入および所得の合計が120万円超

本人が住民税課税で、合計所得金額が
290万円以上

本人が住民税課税で、合計所得金額が
190万円以上290万円未満

本人が住民税課税で、合計所得金額が
120万円以上190万円未満

本人が住民税課税で、合計所得金額が
120万円未満
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

須藤　ミヨ

木田　サキ

藤田　ミツ

鈴木　ハルヨ

鈴木　國夫

白石　一美

小松　ハルヨ

塩田　祐太郎

90歳

99歳

90歳

89歳

68歳

62歳

85歳

83歳

山白石５区

里白石

太田輪

福貴作

山白石７区

本町１区

山白石４区

本町２区

女 拓也 真由美
め い

か な

め い

げん た

らい き

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

鈴木　萌桜

矢吹　華菜

角田　愛依

根本　弦汰

遠藤　礼貴

お誕生おめでとう

大　草

女 友朗 楓 松野入

女 林平 美彩 山白石３区

男 豊 美由貴 荒　町

男 和貴 絢美 染

　水郡線の活性化と町民相互の親睦交流を目的と
した、磐城浅川駅発の町民号を今年も開催いたし
ます。申し込み順で定員になり次第締め切りとさ
せていただきますので、ご家族、ご友人お誘い合
わせのうえぜひご参加ください。
　申込用紙は、町役場、町商工会、あぶくま石川
農協浅川支店、東邦銀行浅川支店、白河信用金庫
浅川支店などの窓口に備えております。
○日　　時　平成２７年７月１８日（土）
　　　　　　磐城浅川駅　午前４時５１分出発
○場　　所　東京都日本橋 明治座
○参 加 費　一人１８,０００円
○定　　員　１２０人（定員になり次第締め切り）
○申込期限　７月３日（金）農政商工課まで参加費
　　　　　　を添えてお申し込みください。
【問い合わせ】　　　　農政商工課　☎36-1183

　福島県老人クラブ連合会・福島民報社では、金
婚式を迎える夫婦の皆さんを「しあわせ金婚夫
婦」として表彰し、表彰状と記念の“おしどり金
メダル”を贈呈しています。
○表彰を受けられる金婚夫婦
　昭和40年に結婚し、金婚50年を迎えた夫婦。ま
た、前回までに自己申告をされなかった方も受付
します。
○受付期限
　7月10日(金)まで
○申込方法
　所定の用紙に必要事項を記入し、町老人クラブ
連合会にお申し込みください。用紙は各老人クラ
ブのほか、役場保健福祉課・福島民報社本社・郡
山支店・支社・支局・福島民報販売店にあります。
○表彰状の伝達
　9月に開催される敬老会の席上で表彰されます。
【問い合わせ】
　　　　　福島民報社事業部　☎024-531-4171
　　町老人クラブ連合会事務局（地域福祉センター内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎36-3163

浅川町民号～水郡線の旅～

しあわせ金婚夫婦表彰
　法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会は、
６月２２日から６月２８日までの７日間、全国一
斉「子どもの人権１１０番」強化週間として、い
じめや嫌がらせ、虐待、体罰など子どもの抱える
人権問題について、電話相談を実施します。相談
は、人権擁護委員及び法務局職員が応じます。秘
密は守られますのでお気軽にご相談ください。
　なお、強化週間の期間以外の日（土・日・祝日
を除く）においても、午前８時３０分から午後５
時１５分まで、相談に応じていますので、ご利用
ください。
○相談窓口

　フリーダイヤル　☎0120-007-110
【問い合わせ】
福島地方法務局人権擁護課　☎024-534-1994
　　　　　　　　　　　　　住民課　☎36-4124

「子ども人権110番」強化週間

～お詫びと訂正～
５月号に掲載の名前に誤りがありました。
　誤　真船涼香さん→正　真船涼華さん
　誤　秋山結花さん→正　秋山結香さん
お詫びして訂正いたします。
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資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

修学・学習旅行
（浅小）
年長保育自由参観・
親子給食会【い】
（幼稚園）
避難訓練・
弁当の日（浅保）

１歳６か月児健診
（保セ）
親子遠足（山保）

書写教室（里小）
にこにこ広場
（浅保）
にこにこお話会
（山保）

体力テスト
【２・４・５年】
（浅小）

図書室時間延長
（公民館）
股関節脱臼検査
（石川町保セ）
歯科検診【４～６年】
（浅小）
年長保育自由参観・
親子給食会【ぽ】
（幼稚園）
歯の健康教室（山保）

なんでも法律相談
（福セ）
プール開き（浅小）
わくわくタイム
プール開き（山小）

こころの健康相談
（保セ）
宿泊学習～26日
（山小）
交通指導
（幼稚園）
身体測定（浅保）

内部被ばく検査
（里小）
身体測定（山保）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

さつき・野草展
～１４日まで
（公民館）

土曜参観（里小）

第１回PTA奉仕
作業（浅中）

図書室時間延長
（公民館）
もぐもぐ教室
（保セ）
授業参観・学年懇
談会（浅小）
読み聞かせ（里小）

避難訓練（幼稚園）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

中体連県南大会
～１１日まで
（浅中）
三校交流会（浅小・
山小・里小）
たんぽぽお話会
（浅保）

3～4か月児健診
（保セ）
宿泊学習【５・６年】
～４日まで（里小）
幼年消防入団式
（浅保）

歯科検診【１～３年】
（浅小）
見学学習【１～４年】
（里小）

青少年育成町民
会議総会（公民館）
むし歯予防
（幼稚園）

歯科健康教室
（山小）
引き渡し訓練
（浅保）
幼年消防クラブ
入団式（山保）

体力テスト
【１・３・６年】
（浅小）
防犯教室（里小）
歯科指導（浅保）

つどいの広場
育児相談（保セ）
校外ボランティア
（里小）
防犯教室（山小）
お弁当の日
（幼稚園）

プール開き
（町営プール）
みんなといっしょ
の広場（幼稚園）

プール開き
（浅保）

お誕生教室（保セ）
プール開き（山保）

プール開き集会
（山小）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

県民スポーツ大会
浅川町大会
父母と教師の会
さつき剪定（里小）
　添田医院
（石川町）
☎２６ー２５３８
　あらまちクリニック
（棚倉町）
☎３３ー８０１８

医○

医○

第１９回花火の里
浅川ロードレース
大会（公民館）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○

さつき・野草展
（公民館）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　あつうみ内科医院
（玉川村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

衣替え

広報発行日

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２１件
１件
２件

４月の４月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８０７人
３,４２１人
３,３８６人
２,１８１世帯

（－５）
（－２）
（－３）
（＋７）

（５月１日現在）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 ６月2９日（月）
町県民税　　　１期

各種納税等は便利な口座振替を
ご利用ください。
詳しくは税務課☎36-4122まで
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A地区
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プール開き（山小）

こころの健康相談
（保セ）
宿泊学習～26日
（山小）
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（幼稚園）
身体測定（浅保）
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第１回PTA奉仕
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（保セ）
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避難訓練（幼稚園）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

中体連県南大会
～１１日まで
（浅中）
三校交流会（浅小・
山小・里小）
たんぽぽお話会
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宿泊学習【５・６年】
～４日まで（里小）
幼年消防入団式
（浅保）

歯科検診【１～３年】
（浅小）
見学学習【１～４年】
（里小）

青少年育成町民
会議総会（公民館）
むし歯予防
（幼稚園）

歯科健康教室
（山小）
引き渡し訓練
（浅保）
幼年消防クラブ
入団式（山保）

体力テスト
【１・３・６年】
（浅小）
防犯教室（里小）
歯科指導（浅保）

つどいの広場
育児相談（保セ）
校外ボランティア
（里小）
防犯教室（山小）
お弁当の日
（幼稚園）

プール開き
（町営プール）
みんなといっしょ
の広場（幼稚園）

プール開き
（浅保）

お誕生教室（保セ）
プール開き（山保）

プール開き集会
（山小）

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

県民スポーツ大会
浅川町大会
父母と教師の会
さつき剪定（里小）
　添田医院
（石川町）
☎２６ー２５３８
　あらまちクリニック
（棚倉町）
☎３３ー８０１８

医○

医○

第１９回花火の里
浅川ロードレース
大会（公民館）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○

さつき・野草展
（公民館）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　あつうみ内科医院
（玉川村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

衣替え

広報発行日

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
２１件
１件
２件

４月の４月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８０７人
３,４２１人
３,３８６人
２,１８１世帯

（－５）
（－２）
（－３）
（＋７）

（５月１日現在）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 ６月2９日（月）
町県民税　　　１期

各種納税等は便利な口座振替を
ご利用ください。
詳しくは税務課☎36-4122まで
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■印刷　浅川印刷所（浅川町）

編集・発行／浅川町役場 総務課

小濃順子 さん（本町２区）
▶年齢は？　３４歳
▶出身は？　古殿町
▶家族構成は？
　夫・長男・長女
▶趣味は？　スポーツ観戦
▶今 欲しいものは？　家
▶楽しかった思い出は？
　お台場合衆国へ行ったこと
▶どんなスポーツが好きですか？
　野球
▶プチ将来は？
　海外旅行
▶町の印象は？
　静かな町
▶何か一言どうぞ
　みかさんよろしくネ

斎藤光国 さん（荒町）
▶年齢は？　３７歳
▶出身は？　浅川町
▶家族構成は？　自分、妻、長男、次男
▶趣味は？
　あたたかい時はバーベキュー
　冬はスノーボード
▶今 欲しいものは？
　一人でのんびり過ごす時間
▶楽しかった思い出は？
　今年初めて家族とスノーボードをしたこと
▶どんなスポーツが好きですか？
　スポーツはだいたい全部好き
▶プチ将来は？
　家族みんなで海外旅行
▶町の印象は？
　生まれてから何もかわらない町
▶何か一言どうぞ
　彰浩君次、出番だよ!!

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
白坂彰浩さん
（荒町）
の予定です次回は

齋藤みかさん
（里白石）
の予定です


